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ルビの役割 
―その多様化と文章表現における働き― 
吉 田 敬   
 
１． はじめに 
日本語の表記法の特徴のひとつとして、ルビの使用が挙げられる。一概にルビと言
っても、その用法は多岐にわたる。本稿は、種々の文章表現に際し、ルビが音声情報
や意味情報の伝達に対してどのように関わっているか考察することにより、その役割
に応じた枠組みを試案するものである。次節以降では、まずルビについて概観し、本
研究の方向性を示す。次に多様なジャンルから収集したルビの用例を分析し、用法の
類型化を試みる。最後に、ルビとそれが振られた本文（親文字）との関係性を考察す
る。 
 
２． ルビについて 
振り仮名とは「漢字に小さく傍記してその読み方を示す仮名」（『日本語学大辞典』
p.802）のことで、特に活字の場合、ルビとも呼ばれる。本稿では両者について特段の
区別は設けず、「ルビ」に統一する。 
また、ルビの用法については、進藤（1982）において細かな分類がなされているが、
本稿では、同書などによる分類を大きな枠組みでも捉えている佐竹（1993）のそれを
参考する。この佐竹（1993，pp.36-38）では、ルビの用法を大きく 3つに分けている。
それをまとめると、下の A、B、Cのようになる。 
 
A 漢字の読みを示す。ルビは補助的で本文を読み下すのを助ける。最も一般的
な使い方。 
B ルビが親文字の漢字の意味を示し、その漢字によってルビの意味が限定され
る。両者が読みと意味とを補い合ってひとつの表記が構成される。 
C ルビが本文の役割を果たし、親文字が補助的となる場合。 
 
本稿では主として Bや Cのような用例について、従来とは異なる観点から見ていく。 
 
３． 分析の観点 
ルビの用法についてはすでに上のような分類がなされている。しかし、ルビが「漢
字に小さく傍記してその読み方を示す仮名」（前掲『日本国語大辞典』，同頁）である
ことから、本稿では、語句の読み方を示す機能をルビの役割の原点とし、その役割か
らのずれ方を指針として用法の類型化を試みる。その背景には、後掲の（12）や（13）
のように、従来の枠組みでは分類が難しい用例も確認されつつあることが挙げられる。
よって、下ではルビの役割を読み方の提示と意味の提示の側面から捉えて、その機能
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について考察していく。なお、本稿で扱うルビは、本文の右（横書きの場合は上）に
つけられた文字列とする。ただし、そうした方針に沿いながらも、幅広い用例が扱え
るよう、ルビや親文字の文字種は仮名や漢字に限定しない。 
次節では実際に用例を挙げながら、このような観点から分析を行う。なお、各用例
に振られていたルビは便宜的にカッコ内に示している。 
 
４． 用例の分析 
上述の観点からルビの用例を分析した結果、次の 3つの枠組みが見出された。①ル
ビが主に音声情報の伝達の役割を果たしている「音声情報型」、②概してルビが音声情
報と意味情報、双方の伝達の役割を果たしている「音声・意味情報型」、③ルビが主に
意味情報の伝達の役割を果たしている「意味情報型」である。下でこれらについて見
ていく。 
 
① 主としてルビが音声情報、親文字が意味情報の伝達を担うもの（音声情報型） 
半村（1993）では、ルビが音声情報を、親文字が意味情報を示す用例が見られる。
この作品ではそうしたルビが多用されているが、そのなかからいくつか抜粋して下に
用例を挙げる。 
 
（1） おら長男（あんか）や、無愛想な（あいそむない）男やさかい、宴会（よ
ばれ）ども行ったかて、いつまででもあして黙っとるのやわいね。 
（半村，1993，p.9） 
 
（2） 昔言うたら、オデキ（がめ）やたら眼病（やんめ）やたら、子供達（らつ
ち）ゃみんなそげなもん病（や）んどったし、〔後略〕 
（同上，p.12） 
 
（3） 本当（ほんま）言うたら、我家（おらうち）のことやがいね。 
（同上，p.10） 
 
これらの用例では、読み手に伝えたい、あるいは思い浮かべてほしい音声がルビに
よって表現されている。紅野・清水（2012）のことばを借りるなら、「聴覚的にはわか
りづらい方言が、漢字とルビの視覚的な用い方で理解しやすくなっている」（解答編，
p.39）と言える。そして、同書の解説によれば、方言が駆使されているにもかかわら
ず、「読んでいて意味内容が自然と染み込んでくるのは、ルビの工夫にある。たとえば
冒頭の一文で『あんか』という能登弁が、『長男』という漢字にあてられたルビになっ
ている。それによって視覚的な語義と、聴覚的な能登弁の響きが、同時に伝わるわけ
である。その技法によって老人による能登弁の語りが、聴覚的な効果を保ったまま、
意味的には容易に理解可能な文章として読まれることになる」（同上（解答編），pp.40-
41）という。 
こうした狙いがあるため、この用法では漢字だけでなく、（2）のようにカタカナ（オ
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デキ）に対してもルビ（がめ）が振られることがある。半村（1993）はこうしたルビ
を駆使した技法により、文章でありながら、生き生きとした方言による会話を実現し、
しかも、その方言を知らない読者でも意味がわかるような仕掛けを施すことに成功し
ている。 
また、「本当」を「マジ」と読ませる当て読み（笹原，2010，p.736-737）と同じよ
うに、（3）では「本当」に「ほんま」というルビが振ってある。このことから、この
用例は当て読みに近い、もしくはその一種と考えられる。ただし、笹原（2010）にお
いて「本当（マジ）」は掲載され、「本当（ほんま）」は掲載されていないことからわか
るように、両者には一般的な認知度の違いがあるだろう。 
上のように、ルビと親文字の音声情報に違いはあっても、通常、両者の意味する内
容は重なっているものだが、少々事情が異なるケースもある。たとえば、次のような
場合である。 
 
（4） 台寝（ダイネ） 津会うベル（ツアウベル） ビン出ん（ビンデン） 微
出る（ヴイーデル） 
バス出ぃ（ヴアスデイー） 詣で（モーデ） 酒取れん（シユトウレン） 
下駄いると（ゲタイルト）〔後略〕 
（朝日新聞，1986年 2月 20日付夕刊） 
 
これは、吉井実奈子氏によって音訳された第九の歌詞の一部である。この歌詞は、
原曲の歌詞（ドイツ語）の音に類似した日本語のことばをあてて作られており、そこ
にもとのドイツ語の歌詞がルビとして振られている。これは、ルビがドイツ語の意味
を表しているというよりも、ルビと親文字との語呂合わせにより外国語の歌を覚えや
すくするという実用的な側面が現れた用法と言える。この種の用例では、概してルビ
と親文字との意味的な関連性はなく、両者をつなげているのは音の類似性である。同
じ音声情報型の用例であっても、この点が半村（1993）のそれとは大きく異なる。 
 
② 主にルビが音声情報の伝達を担い、ルビと親文字がそれぞれ類似した意味情報、
または互いに異なる意味情報を伝達するもの（音声・意味情報型） 
高橋（2017，pp.269-271）では、英語を日本語に翻訳する際、もとの英語とそのカ
タカナ語との意味にずれがある場合の対処法のひとつとして、ルビを使う方法が挙げ
られている。下がそうした例である。なお、例文につけられた注釈記号は割愛してい
る。 
 
（5） 大衆文化（ポピュラ ・ーカルチャー）を定義するには、さまざまな方法が
ある。 
（同上，p.87） 
 
カタカナ語に訳したのでは、原義とのずれが生じるため、この用例ではカタカナ語
をルビに用い、かつ意味のずれを防ぐため、親文字には漢字を使用している。ここで
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は、両者が意味情報を補い合う関係にある。この種の用法では、ルビと親文字のどち
らが読みを担っているか微妙な場合もあるが、この用例では、ルビのほうが読みを担
っているように感じられるのではないだろうか。上の分類では Bや Cに該当すると思
われるが、いずれにしても、ルビと親文字がそれぞれ本文を担う場合もあり得る境界
的な用法と考えられ、意味的には両者の入れ替えも不可能ではないと思われる。 
しかし、次の用例のように、両者の役割のバランスがより明確に変わっているケー
スもある。 
 
（6） 枝里子の毎日に密着した 
シーン別 CD（コーディネート）でおしゃれを盗め！ 
（『CanCam』Vol.26，No.9，p.60） 
 
通常「CD」と言えば、コンパクトディスクを意味するため、この用例についてはル
ビが意味の伝達を兼ねている可能性が高い。だとすると、ルビが親文字（CD）の読み
と意味の両方を示す働きをし、親文字（CD）は装飾的な役割に留まっていることにな
ろう。ここに、上の C以上に親文字の役割が縮小し、それとは対照的に役割が拡大す
るルビの姿が見て取れる。 
この 2 つの用例も当て読みの一種と考えられるだろう。こうした用法では（2）や
（6）のように、親文字は漢字とは限らず、仮名やアルファベットのそれに対してルビ
が振られることも少なくない。これと同様に、歌謡曲などの歌詞では、ルビの文字種
についても仮名とは限らず、アルファベットなど、ほかの文字種が使用されることも
ある（たとえば、今野（2009）を参照）。もちろんこうしたことは歌詞に限ったことで
はなく、たとえば、下のテレビ番組名のように、駄洒落などのことば遊びのような感
覚で、数字に対してアルファベット交じりのルビが振られることもある。 
 
（7） 平成 25（に GO）！！15年目だよ！ 
見なきゃソン SONG 
ジャニーズ年越し生放送 
Johnnys' Countdown 2012-2013 
（フジテレビ（ホームページ）） 
 
この用例では、文脈を生かして、新年（平成 25年）を迎えるという意味をかけなが
ら、音の似たルビ（に GO）と親文字（25）とを組み合わせていると思われる。ただし、
「に GO」と「25」を見てもわかるように、ルビと親文字に意味的なつながりはない。
この用例は、両者の音の類似性を利用している点で（4）と似ているが、ルビが親文字
とは別に、独自に意味情報を付け加えている点に違いがあり、実用性よりも表現効果
に重心が置かれていると考えられる。 
 
③ 概してルビが意味情報、親文字が音声情報の伝達を担い、その役割が反転してい
るもの（意味情報型） 
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児童文学や古典の注釈書のなかには、本文の右に説明や現代語訳が付されているも
のがある。これらもルビとして扱っている今野（2009）にならい、本稿でもこの種の
用例を取り上げる。 
具体的には下のような用例である。なお、（8）については、その用例で取り上げる
ルビが明確になるよう、本稿で対象外とする上の Aにあたるルビ（「古賀（こが）」「お
母（かあ）さん」「見（み）えて」「話（はな）し」）、および、便宜上、対象のルビ（「順
（じゅん）」）に付属した傍線とカッコは割愛している。ただし、A にあたるルビであ
っても、本文のルビに対して、さらに振られたルビ（じゅん）については、独特な用
法であるため、参考までに残している。 
 
（8） 「けさ古賀のお母さんが見えて、だんだん（順（じゅん）をおって）わけ
をお話したがなもし」 
（夏目，1985，p.135） 
 
児童文学の場合、その性格上、この用例のように、説明のルビに対しても読み方を
示すルビが別途振られることがある。この用例の場合は、ルビとして振られた「順」
に対して、さらに「じゅん」と、読み方を示すルビが振られている。次はルビを利用
して現代語訳を付した古典の注釈書の例である。 
 
（9） 野山にまじりて竹を取りつつ（分け入って竹を取っては）、よろづのこと
に使ひけり（いろいろのことに使ったのであった）。 
（野口，1979，p.9） 
 
これと同じような用例は、下のように古典を題材とした漫画でも見られる。 
 
（10） うす氷（薄氷がとけた）とけぬる 
池の鏡には（鏡のような池の水面に） 
世にたぐひなき（世に類なく しあわせな）影ぞならべる（わたしたち
の影が並んで映っている） 
（小泉，2002，p.136） 
 
この作品では、歌を手書きで示し、句の切れ目ごとに現代語訳をルビとして振って
ある。これら古典を題材としたルビの用法は、読むうえで、あるいは学習するうえで
の利便性を図るなかで生じたものであろう。 
こうした用法は児童文学、古典の注釈書や漫画などに限らず、他のジャンルにおい
てもよく見られる。たとえば、歴史漫画の平野（2014）では、登場人物の方言の描写
を中心に、しばしばルビが意味を、親文字が読み（音声）を示す用例が認められる。
下に例を挙げる。 
 
（11） こい（これ）は合戦ぞ 
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（平野，2014，p.129） 
 
（12） きさんん（貴様）‼ 
（同上，p.172） 
 
これらの用例では、親文字のほうが実際の音声を表し、ルビのほうはその語が示す
内容、すなわち意味を表している。つまり、半村（1993）の用例と対照的な、いわば
「当て意味」のようなルビの用法である。この用法では、ルビと親文字の役割が反転
し、方言等のセリフが本文に座している点に特徴がある。その際、ひらがなの親文字
で力んだ発声を、漢字のルビでそれが示す語を表した（12）のように、文字種を含め
て両者の基本的な関係が入れ替わることもある。 
上の古典の注釈書などに見られた用例とこれら（11）（12）との違いは、前者が実用
性を重視しているのに対して、後者は表現効果も兼ねている、あるいはそれを重視し
ている点にある。また、（11）や（12）は、ルビと親文字との関係こそ半村（1993）の
用例とは異なっているものの、それらと同じように、音声と意味がルビと親文字によ
って同時にもたらされる効果があると考えられる。（11）と（12）において、ルビと親
文字の立場が半村（1993）のそれと異なっているのは、親文字が音声伝達の役目を担
うことで、ふきだしのセリフがより際立つなどの効果が期待されるためであろう。 
さらに別の漫画では、ルビが親文字の読み方というよりも意味を示す用法として、
次のような例も確認できる。 
 
（13） 平和的解決（一方的虐殺）しましょ★ 
（石田，2016，p.22） 
 
この用例の場合、ルビと親文字の意味的な関係を抜きに考えれば、両者の立場は対
等に近く、互いの入れ替えも許容される可能性がある点において、（5）に似ている。
しかし、この用例では、ルビが漢字ということもあり、親文字の読み方を示している
と言うより、その意味を補完、または実質的な意味を表す役割を担っていると考えら
れる。よって、読み方の提示をルビの基本的な役割と考えたとき、この③に分類され
る。もちろんこの用例において、親文字が音声情報を担っているとするのはやや早計
かもしれないが、本稿ではルビの働きに主眼を置いた考察を試みているため、親文字
についての詳細な議論は稿をあらためることにする。ここでは、（12）のような事例に
鑑み、（13）も親文字のほうが音を伝える役割を担っていると捉えておく。 
ところで、上で挙げた用例の大半がそうであるように、通常、ルビと親文字の語句
の意味は同質的である。しかし、この（13）の場合、互いの意味内容の類似性は乏し
く、むしろ相反するような語句が組み合わされている点に特徴がある。それにより、
言外の意図などの表現を可能にした独特な用法と言える。これまで挙げた用例もそう
であるが、（13）もまた音声言語では工夫なくしての実現は難しい表現であり、ルビな
らではの効果が発揮された例と言えよう。 
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５． ルビと親文字をつなぐ要素 
最後にルビと親文字との関係性から、ルビが用いられる際の組み合わせを考察する。 
語句の読み方を示す働きが認められるルビの用例の多くでは、ルビと親文字の示す
意味内容に大きなずれはない。しかし、なかには、ルビと親文字との意味的なつなが
りが感じられない用例もあった。この場合、両者をつなげているのは音の類似性であ
る。このときルビは、親文字との語呂合わせにより内容を暗記しやすくしたり、音が
近い語句をかけ合わせて駄洒落のような効果を発揮したりするなど、実用面や表現面
において貢献している。 
一方、読みを示す働きがほとんど認められないルビの用例も確認された。この場合、
ルビは音ではなく、親文字の意味の補完や明確化、あるいは真意や含意の表出のため
に用いられていると考えられる。このときルビは実用面のニーズを満たしながら、そ
の用法ならではの表現効果をももたらしている。 
こうしたなか、基本的にルビと親文字との間には何らかのつながりがあるからこそ、
ルビが使用でき、その効果が発揮されていることも観察できる。たとえば、当て読み
やルビで訳を付した用例のように、ルビと親文字が音声面ではなく、意味的に接近し
ている（類義的関係：（1）（2）（3）（5）（6）（8）（9）（10）（11）（12））、または、両者
が意味的に対照的な関係にある（反義的関係：（13））、あるいは、両者に意味的な関連
性はなく、読み方が同一、もしくは類似している場合（音声的関係：（4）（7））などで
ある。こうした組み合わせについては次の表の通りであるが、そこに示した各関係と、
上で示した型との関連性についてはさらなる研究が求められる。 
 
 
 
なお、この表では、本稿で扱っていない上の Aの場合に考えられる、音声的・類義
的関係（両面的関係）についても便宜的に掲載したほか、皮肉や揶揄を意図する音声
✕
類義 ○
反義 ✕
✕
類義 ✕
反義 ○
○
類義 ✕
反義 ✕
○
類義 ○
反義 ✕
○
類義 ✕
反義 ○
表　ルビと親文字の関係と両者を関連づける要素
類義的関係
読み（音）
意味
反両面的関係
読み（音）
意味
両面的関係
読み（音）
意味
反義的関係
読み（音）
意味
音声的関係
読み（音）
意味
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的・反義的関係（反両面的関係）に関しても、可能性のひとつとして参考までに示し
た。特に後者については、今後、実際に用例を収集したうえで検証する必要がある。
それでも表に掲載したのは、たとえば本多（1976，pp.106-107）が、「偉い人」を「エ
ライヒト」と書くとき、本当は偉いとは思っておらず、からかっていることを表現し
ようとする表記法としていることなどが背景にある。つまり、ルビにおいても似たよ
うな用法（たとえば、反語的な意図で「偉い人」に「エライヒト」とルビを振るなど）
が存在し得ると考えられるためである。このほかにも、例外的に、ルビと親文字には
何ら関連のない「無関係」とも言える組み合わせが生じる可能性もあるが、ここでは
扱わない。 
 
６． おわりに 
本稿では、語や語句の読み方を示すことをルビの役割の原点とし、その役割と意味
を示す役割との対立から、多様化するルビの働きを考察するための枠組みを試案した。
すなわち、①主としてルビが音声情報、親文字が意味情報の伝達を担う「音声情報型」、
②主にルビが音声情報の伝達を担い、ルビと親文字がそれぞれ類似した意味情報、ま
たは互いに異なる意味情報を伝達する「音声・意味情報型」、③概してルビが意味情報、
親文字が音声情報の伝達を担い、その役割が反転している「意味情報型」である。 
このように、ルビは種々の文章表現に際して実用性と表現効果の両面から大きく貢
献しており、その役割の多様化が一助となって、今日の多彩な文章表現が実現されて
いると考えられる。あるいは、より豊かで実用性をも兼ね備えた表現への渇望がルビ
の役割の多様化を推し進めたのかもしれない。 
一方で、こうした自由な文章表現がなされていながら、ルビと親文字との間には音
声や意味の点で何らかの関係性が保たれていることも示唆された。両者は恣意的に結
びついているのではなく、何らかの点でつながりをもって用いられており、それゆえ、
多様な効果を発揮していると思われる。こうした視座に立ったとき、ルビは現代の文
字言語によるコミュニケーションにおいて、音声言語では実現困難な表現をも可能に
していると言える。 
こうして、本稿により多様化するルビの特性を捉えるための試験的な枠組みが示さ
れたとはいえ、その分析結果を一般化するにはさらに用例を収集し、量的な角度から
も検証する余地が残されている。また、本稿で示した各用法と、ルビと親文字の各関
係との関連性については解明できていない。これらの点については今後の課題とした
い。 
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